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路面はところどころ、滑りやすい状態

初山別 国道232号 オロロンライン

乗用車が対向車線にはみ出し、

観光バスと衝突

乗用車の男性、意識もうろうで病院搬送、バスの乗客５人ケガ

● 交差点の手前付近は・・・スリップしやすい

● 橋の上付近は・・・・・・・・・スリップしやすい

● 山間部、カーブは・・・・・スリップしやすい

● 樹木による日陰は・・・・・スリップしやすい

● トンネルの出入り口は・スリップしやすい

２０２０／１２／４（金） １５：４１

４日午後１時ごろ、初山別村の国道２３２号線、通称オロロンラインで、乗

用車が対向車線にはみ出し、観光バスと衝突しました。

この事故で、乗用車を運転していた男性が意識がもうろうの状態で病院

に運ばれました。

また、バスの乗客乗員４０人のうち５人が軽傷で、念のため３人が病院へ

搬送されました。

現場は見通しのよい直線で、事故当時、路面はところどころ滑りやすい

状態でした。

警察は乗用車が対向車線にはみ出した原因を調べています。


